
令和７年５月24日

令和７年度 学校運営方針説明会

説明会の流れ （１０時３０分～１１時３５分）

１．学校運営方針について 校長

２．本校のいじめ・不登校対応について 生徒指導担当 早川

３．本校の校内研究について 校内研究担当 野崎

引き渡し訓練について （１１時３５分～１１時４０分）



令和７年度 学校運営方針



学校が立てた目標について、保護者の方にもご理解いただき、
同じ方向性をもって、保護者の方と協力しながら子どもたちを
育てていきたい

校長としての願い

なぜ、こんな説明会が？



一人ひとりの個性や人権を尊重し、社会で生きていく力を育む

令和７年度 学校教育目標

学校経営方針

子どもの主体性を第一に考え、子どもが選び、子どもが決め、子どもと共に創る学校



学 校

保護者 地域
保護者の願い・思い 校区の強み

モノ・ヒト・コト

TEAM HIMUROとしての学校組
織
既存の取組

心理的安全性

自 己 肯 定 感

自 己 選 択

自 己 決 定

めざす学校像

（１）他者と協働しながら、自立して学べる子どもを育む学校

（２）心理的安全性が高く、一人ひとりの自己肯定感を高める学校

（３）一人ひとりの個性や人権が尊重され、主体性を大切にした学校

（４）一人ひとりの挑戦する心や自己決定する場面を尊重し、自己肯定感を高める学校

（５）全教職員が「TEAM HIMURO」として、学校教育の全てに携わる学校

（６）地域の特性を学校教育に活かし、地域と歩む学校

（７）保護者との連携を大切にし、協力・協働しながら共に教育を行っていく学校

一人ひとりの個性や人権を尊重し、社会で生きていく力を育む

令和７年度 学校教育目標

「どうしたの？」
子どもが置かれている上代を言語化させ、
内面に意識を向けさせる。

「どうしたいの？」
自分のおかれている状態を解決するための
方法を、頭の中で考えてもらうきっかけをつ
くる。

「先生にできることはある？」
問題解決の手助けをする。最初は、選択肢
を提示してもよい。

３つの言葉がけ自己肯定感を高める７つの要件

・ 否定されない

・ 自分の意志が尊重される

・ 失敗が咎められない

・ 他人と比較されない

・ できていることをちゃんと評
価
される

・ 成功体験を積むことができる

・ 自分の成長を実感できる

学校経営方針

子どもの主体性を第一に考え、子どもが選び、子どもが決め、子どもと共に創る学校

参考 「最新の脳研究でわかった！自律する子の育て方」
工藤勇一・青砥瑞人 著 大日本印刷株式会社



そもそも「教育」とは？

学校教育目標に込めた思い

子ども達が生きていく10年後、２０年後の未来に思いを馳せ、
その時代を生きていく上で必要な力を考えて育てていく必要
がある。



今日から見える未来の社会情勢（１）



今日から見える未来の社会情勢（２）



今日から見える未来の社会情勢（３）



今日から見える未来の社会情勢（３）



今日から見える未来の社会情勢（４）



今日から見える未来の社会情勢

１．少ない生産人口の中で、持続可能な社会を成り立たせる必要性

２．AIも含めたデジタル技術を使いこなす力を身につける必要性

３．２の上で、人間のもつ強みを生かせる必要性

４．自分自身で学び続けることができる力をもつ必要性



若者の現状（１）



若者の現状（２）



若者の現状（３）



若者の現状（４）



若者の現状

１．いわゆる点数という意味での学力は高い

２．人生に対する幸福度や自己肯定感が低い

３．社会に対しての関心が低い

４．自分で自分の学びを調整することが難しい



これまでの授業の在り方を見直し、「教育」とは何かを考え直す必要性

校長が考える教育の最大の目的は

「他者と協働しながら、自立して学べる子」を育てる



学校の状況（１）



学校の状況（２）



学校の状況（３）



学校の状況（４）



学校の状況

旧来型の画一的な授業が生み出したもの

○均質な人材育成に寄与し、
高度経済成長に大きく貢献

△同調圧力
人との違いが目立つ
失敗することを嫌う
クリエイティブな発想や個性が
発揮しづらい

授業が苦痛、学校がつまらない
生きづらさ、様々な問題を生み出す？



今、氷室小学校がめざしているもの（学習面）

めざす学校像
（１）「他者と協働しながら、自立して学べる子」を育てる

今が学校教育の変革のとき



今、氷室小学校がめざしているもの（学習面）

めざす学校像
（１）「他者と協働しながら、自立して学べる子」を育てる

校内研究の主題
「主体的に取り組む児童の育成」

研究内容
単元内で自己選択・自己決定・自己調整する場面の創出

詳細は、この後、野崎より説明



今、氷室小学校がめざしているもの（学習面）



今、氷室小学校がめざしているもの（学習面）



今、氷室小学校がめざしているもの（学習面）



今、氷室小学校がめざしているもの（生活面）

めざす学校像
（２）心理的安全性が高く、一人ひとりの自己肯定感を高める学校
（３）一人ひとりの個性や人権が尊重され、主体性を大切にした学校
（４）一人ひとりの挑戦する心や自己決定する場面を尊重し、
自己肯定感を高める学校

学 校

心理的安全性

自 己 肯 定 感

自 己 選 択

自 己 決 定

「どうしたの？」
子どもが置かれている上代を言語化させ、内面に意識を向け

させる。

「どうしたいの？」
自分のおかれている状態を解決するための方法を、頭の中で

考えてもらうきっかけをつくる。

「先生にできることはある？」
問題解決の手助けをする。最初は、選択肢を提示してもよい。

３つの言葉がけ自己肯定感を高める７つの要件

・ 否定されない

・ 自分の意志が尊重される

・ 失敗が咎められない

・ 他人と比較されない

・ できていることをちゃんと評価される

・ 成功体験を積むことができる

・ 自分の成長を実感できる



学 校

保護者 地域
保護者の願い・思い 校区の強み

モノ・ヒト・コト

TEAM HIMUROとしての学校組
織
既存の取組

心理的安全性

自 己 肯 定 感

自 己 選 択

自 己 決 定

めざす学校像

（１）他者と協働しながら、自立して学べる子どもを育む学校

（２）心理的安全性が高く、一人ひとりの自己肯定感を高める学校

（３）一人ひとりの個性や人権が尊重され、主体性を大切にした学校

（４）一人ひとりの挑戦する心や自己決定する場面を尊重し、自己肯定感を高める学校

（５）全教職員が「TEAM HIMURO」として、学校教育の全てに携わる学校

（６）地域の特性を学校教育に活かし、地域と歩む学校

（７）保護者との連携を大切にし、協力・協働しながら共に教育を行っていく学校

一人ひとりの個性や人権を尊重し、社会で生きていく力を育む

令和７年度 学校教育目標

「どうしたの？」
子どもが置かれている上代を言語化させ、
内面に意識を向けさせる。

「どうしたいの？」
自分のおかれている状態を解決するための
方法を、頭の中で考えてもらうきっかけをつ
くる。

「先生にできることはある？」
問題解決の手助けをする。最初は、選択肢
を提示してもよい。

３つの言葉がけ自己肯定感を高める７つの要件

・ 否定されない

・ 自分の意志が尊重される

・ 失敗が咎められない

・ 他人と比較されない

・ できていることをちゃんと評
価
される

・ 成功体験を積むことができる

・ 自分の成長を実感できる

学校経営方針

子どもの主体性を第一に考え、子どもが選び、子どもが決め、子どもと共に創る学校

参考 「最新の脳研究でわかった！自律する子の育て方」
工藤勇一・青砥瑞人 著 大日本印刷株式会社



～TEAM HIMURO～
学校が立てた目標について、保護者の方にもご理解いただき、
同じ方向性をもって、保護者の方と協力しながら子どもたちを
育てていきたい

参考資料・引用元（ページに記載がないもの）
文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教育課程企画室長
栗山 和大氏
「令和７年度 大阪府小学校校長会資料」 氷室小学校ブログ

https://hirakata.schoolweb.ne.jp/2710052
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